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[コメント]
　登山道、ならびに山小屋の安全確保といった課題については、着実に成果があ
げられている。富士山登山の安全確保という大きな課題の中での本研究の位置づ
けを明確にして、今後の研究を継続する必要がある。
　登山者への危険情報の配信と啓発は重要なので、民間主導で実施されている登
山者の動向把握実証実験「富士山チャレンジ」の枠組み等を活用し、行政機関と
連携しながら具体化していくことが期待される。
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